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§１．研究成果の概要 

 
時間領域１D クラスター状態生成に成功 

時間領域での１D クラスター状態の生成に成功した。2 つの物理的量子ビットのみにより、4 量子

ビットの相当の線形クラスター状態を、59％の高忠実度をもって生成することに成功した。生成され

た 4 量子ビットは完全多体エンタングルメント（GME）状態にあることを projector witness の期待値

より確認した。 

交差共鳴ゲートによって CNOT ゲートを実装した。ダイナミカルデカップリングによって効率的な

初期値推定を行い、CNOT の精度改善に成功し、忠実度 0.967 を達成した。新規な SINIS 接合を

用いた高速初期化手法の研究も進めた。 

量子ビットや共振器の高性能化・長寿命化に関しては、バファード弗酸（BHF）後処理技術により、

量子ビットで約 3 〜 4 倍、共振器では約 5 倍の長寿命化を達成した。 

集中定数型 LC 共振器の研究では、静電容量をよりコンパクトにするために、平行平板静電容

量の製造プロセスを新たに開発した。この新規な小型共振器の大きさは、従来のタイプの約３０分

の１の大きさである。新規なオンチップのマイクロ波方向性結合器・サーキュレータに関する基本回

路方式の提案も行った。 

理論研究では、分散結合量子バスを用いて量子ビットペアを接続するスケーラブルなアーキテ

クチャ、混合状態の固有状態を段階的に再構成する効率的量子状態トモグラフィー、光と物質の

超強結合現象を強結合系でのシミュレーション、超強・深強結合領域のラビモデルの非古典的基

底状態高速生成法、超伝導巨大原子とジョセフソンフォトニック結晶導波路の調整可能なキラル束

縛状態などの研究を達成した。 

超伝導集積回路の研究では、中性粒子ビームエッチングを用いて、共振器 Q 値の高性能化の

研究を行った。その結果、表面の酸化膜を制御することで、8×10 の 5 乗という、室温スパッタ成膜

Nb 共振器として最高の Q 値を達成した。 
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